
55第 5 章
資質・能力育成に向けた
ICT活用の検討

体育科・保健体育科の授業の未来

海外のICT活用の動向：
イギリスにおける体育授業でのICTの活用

オンデマンド型・オンライン体育による
学習保障の可能性

遠隔授業の実際

対話を促すテクノロジーの可能性

健康・安全な体育授業を目指して（今後への期待）
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本章では，これまで整理してきた，ICT活用の考え方，
実態調査，現状の活用事例，1人1台の端末活用の実践等
を踏まえつつ，未来の保健体育のICT活用の可能性につ
いて検討する。
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１． ハード面の進化（基盤機器の高性能化）

令和3年1月の中央教育審議会の答申では，急ܹに変化する時代に関してh 人工知能（AI），ビッグデー
タ，Internet of Things（IoT），ロボティクス等の先端技術が高度化してあらゆる産業や社会生活に取り
入れられたSociety5.0時代が到来しつつあり，社会の在り方そのものがこれまでとは「ඇ連続」と言えるほ
ど劇的に変わる状況が生じつつある。ɦと述べられている［注１］。
　GIGAスクール構想により，児童生徒がいつでもどこでもどのようなICT端末からでも，多様な学習に参
加できるようクラウド活用を前提とした整備が進みつつある。高速大容ྔネットワークや8i-'i環境のもと，
ICT端末のҠ動が可能となることで，つまずきの速やかな把握やつまずきに応じた指導・支援が可能と
なっている。また，様々な事情で通学できない児童生徒がアバター（分身ロボット）をICT端末で遠隔操作
し，授業や学校行事等に参加するなどの取組も進められている。
　そのような中，体育科・保健体育科においても，従来指摘されている教育効果を最大限に生かすため
に，ICT活用の特性・強みを学びの充実に生かしていくことが期待される。
　ϋード面・ソフト面の進化とそれに伴う学びの発展という観点から，本章では，体育授業の近未来及び
遠い未来の展望も含め考えたい。

　これまでに見えにくかったものが٬観的・継続的に可視化できるようになってきた。カメラは小型化し，
着型が増えるとともに，例えば自動ंのறंを複数のカメラの映像を用いて手助けするような多面的・多
角的に映像を活用する機能の開発なども進んでいる。スポーツにおいてはテニスなどでは，イン・アウトの
判断補助にチϟレンジシステムが࠾用されている。ΰルフ練習のシミュレーターは，インύクトのॠ間の画像
解析で，ଧٿの飛距離や回転数，ώットポイントなどのスイングデータをスクリーンを݉ねたネットで確認す
ることができる。また，ウェアラブル端末等により，数値化しにくかったものをデータ収集し，比較したり，解析
したりする取組も進められている。こうした様々な最先端技術を，教育現場で൚用的に活用する取組が
始められている。
　近い未来，体育施設・用具等もIoT化が図られ，ICT端末と連ܞした活用が進むことも考えられる。ま
た，グラウンドやプール等の屋外でも視認性の高い，明なモニターの開発も進むであろう。さらに，業
やհ護ࢱ等の業界で活用されている身体の負担軽減のために着する機器を応用し，感覚づくりや
技能向上の一助とする教育向け機器も技能別に開発されるのではないかと考えられる。

２． ソフト面の進化（活用ツールの拡大）
　例えば，グループで作戦タイム中の発話ྔや発話テキストの分析により，思考の深まり等が可視化され，
データに基づいた指導や評価に生かす取組が進められている。また，画像等による記録を児童生徒の
ポートフォリオにඥ付け，学びのيを積したものを，教師と学習者双方のより深い省察につなげるため
に，AIを活用して自動検ࡧ，表示するなどの機能も考えられる。
　クラウドによるビッグデータの活用では，近い未来，小学校から高等学校までの12年間だけでなく，それ
以前と以降も積した様々な学習ཤ （ྺスタディ・ログ）にアクセスし，աڈの自分と現在の自分の状況を
重ね合わせるなどの活用が進むであろう。新体力テストや健康断等の情報の電子化は，心身の状況
変化へのૣ期発見・解決にも有効であり，「人生100年時代」における健康ण命のԆ৳にも活用されると
考えられる。このように時間的制約を超えた情報の積，ա程の可視化と活用が期待される。
　学習支援・授業支援ソフトの進化や学習資料・指導資料のさらなる充実により，効率化・共有化も図ら
れ，学びの質や経験知の円滑な引き継ぎによる教師の指導力の向上が期待される。質の高いオンデマン
ド動画教材等のコンテンツやプラットフォームも充実し，教職課程や研修においての活用も期待される。教
師がւ外の教員と研修をしたり，児童生徒がւ外の授業にオンラインで参加するなど，地域や国を超え
た利活用の機会も増えるのではないかと考えられる。

3.　学びの発展
　空間的制約を超えた相ޓかつॠ時の情報の共有（双方向性）が容易となりつつある。つながる手段も
より؆単になり，他校との遠隔合同授業や外部人材等によるオンラインでの支援等，ϋイブリッド化に伴う
目的に応じた指導方法・体制の工夫がさらに推進されると考えられる。
　また，運動に関する領域と保健に関する領域はもちろんのこと，他教科等での学びと相ޓに関連され
たり，総合的な学習（୳究）の時間などの学びの技法・思考ツール等が活用されたりして，学びの幅が広
がり，より論理的・創造的な思考へ進化していくと考えられる。これまでの体育授業であまり見られなかっ
たSTEAM教育等の教科等横断的な課題解決も期待される。
　一方で，このように育成すべき資質・能力を身に付ける手段が増えたことにより，直接体験を通じた学
びの価値がさらに高まり，豊かなスポーツライフの実現・継続につながると考えられる。

［関係資料］ ［注１］中央教育審議会，h「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を
引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）ɦ，2021

１ 体育科・保健体育科の授業の未来

図1　ハード面・ソフト面の進化とそれに伴う学びの発展について

■ICT教科書_第5章_96_973校

00

第
1
章

は
じ
め
に

第
3
章
体
育
科・保
健
体
育
科
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

第
4
章

1
人
1
台
の
端
末
の
実
践

第
2
章

体
育
学
習
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

参
考
資
料
・
付
録

第
1
章

は
じ
め
に

体
育
科・保
健
体
育
科
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

第
3
章

第
4
章

1
人
1
台
の
端
末
の
実
践

第
2
章

体
育
学
習
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

00

参
考
資
料
・
付
録

第 5 章 資質・能力育成に向けたICT活用の検討

94



第
1
章

は
じ
め
に

ま
と
め
・
参
考
資
料

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

第
2
章
体
育
・
保
健
体
育
授
業
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
４
章

Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
実
践

第
3
章

体
育
科
・
保
健
体
育
科
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

１． ハード面の進化（基盤機器の高性能化）

令和3年1月の中央教育審議会の答申では，急ܹに変化する時代に関してh 人工知能（AI），ビッグデー
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に，ICT活用の特性・強みを学びの充実に生かしていくことが期待される。
　ϋード面・ソフト面の進化とそれに伴う学びの発展という観点から，本章では，体育授業の近未来及び
遠い未来の展望も含め考えたい。

　これまでに見えにくかったものが٬観的・継続的に可視化できるようになってきた。カメラは小型化し，
着型が増えるとともに，例えば自動ंのறंを複数のカメラの映像を用いて手助けするような多面的・多
角的に映像を活用する機能の開発なども進んでいる。スポーツにおいてはテニスなどでは，イン・アウトの
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　イΪリスは学校におけるICTの導入がૣく，2000年代初期にはインタラクティブϗワイトボード（電子ࠇ
板）の導入が始まっている。体育においても2009年には， 教育工学ৼ興機構と体育協会の共同で，ICT
の活用により子供たちの学びをサポート及び強化するための情報子が作成されている［注1， 2］。以下
では，セカンダリースクール（中等教育）用の子の内容と，近年イΪリスでも関心が高い，反転学習と
ICTの活用を結び付けた体育授業実践例の一部をհする。

１． セカンダリースクールにおけるICTを活用した体育授業
2009年に作成された「Secondary Physical Education with ICT : A pupil`s entitlement to ICT in

secondary physical education」では， 全ての生徒が体育に参加するݖ利があるのと同じように，授業
での学びを強化するためICTを活用するݖ利があることが示されている。また，ICTの実際の活用として，
屋内での活動，屋外での活動，多様な生徒に対応した授業の実践例がհされている。
　屋内での活動では，器ց運動においてカメラ機能と動作分析機能を活用し，技術改善を図る実践例，
ダンスとアート，デβインの授業のクロスカリキュラムにより，動きとデジタル映像を結び付ける実践例等が
հされている。屋外の活動では，野外活動と数学のクロスカリキュラムにより，GPS機能が載された情
報端末をཔりに生徒がマップリーディングやオリΤンテーリングを行い，そのա程で数学的課題の解決を
行う実践例，クリケットの授業における動作分析機能を活用して技術改善を図る実践例等がհされて
いる。多様な生徒に対応した学習指導については，家庭用ήーム機を活用し，োのある生徒がテニス
や野ٿ，ΰルフ等，実際にはプレイすることができないスポーツに参加する例等がհされている。

２． 反転学習とICTの活用を結び付けた授業実践例
　2つのセカンダリースクールでの実践報告では，生徒は授業前に教師が準備した動画を視ௌし学習の
見通しをもつこと，教師から出された質問に対して仲間とディスカッションを行うことが定例となっている［注
3］。1つの学校の教師は画像や動画，文字入れ等ができるアプリを活用し，質問や図，参考資料の情報
源を掲載したり，生徒が動画に対するコメントを残したりできるようにしている。もう1つの学校の教師は生
徒が視ௌした動画に関連する課題への回答や生徒からの質問や仲間とのディスカッションの結果をアン
ケート機能を活用して収集し，生徒の理解の状況を把握するようにしている。反転学習における動画の視
ௌは生徒が家庭で行う場合もあるが，これらの実践では，生徒が動画を視ௌする場の1つとして，授業前
のߋҥ室の活用も行っている。
　ICTを活用した反転学習を取り入れた両教師のねらいは，学習の見通しをもった生徒に対して，生徒
の身体活動ྔを最大限に保証するとともに，生徒がトライ�Τラーを起こしながら活動に取り組んでいく中
で生徒同࢜及び教師との関わりを最大限にし，授業を効果的，効率的に展開していくことである。実際，
両教師ともに自分たちが計画，実践に対する成果とともに，生徒中心の授業が展開されているとの手ごた
えを感じていることが報告されている。

１． 遠隔教育の分類
　ICTを活用した遠隔授業は，ύンデミック，自然ࡂ，あるいは生徒個々の様々な事情により学校に通うこ
とができない場合，さらには，人口減やաૄ化，離ౡなどにより児童生徒が一人などの少人数で学習をしな
ければならないなど，対面授業が困となるケースに対する学習保োの手段として大きな可能性があると
考えられている。
　文部科学省は遠隔授業を含む遠隔教育の類型として，合同授業型，教師支援型，教科・科目充実型，そ
の他に大別し，さらに，12のύターンに分類しているȀ図1ȁ。それに関連して，遠隔教育をそのコミュニケー
ション方法のҧいから「仮想教室型遠隔教育」と「自立学習型遠隔教育」とに۠別する見方もある［注1］。
前者は音声や映像によるコミュニケーション，対人コミュニケーション，同期的コミュニケーションという特
があるとされている。文部科学省が示す遠隔教育の分類も基本的には同時双方向で行うものとしており，
この仮想教室型遠隔教育に該当すると考えられる。一方で，後者の自立学習型遠隔教育には，文字による
コミュニケーションó対メディア・コミュニケーションóඇ同期的コミュニケーションという特があるとされている。

2 海外のICT活用の動向：
イギリスにおける体育授業でのICTの活用

3 オンデマンド型・オンライン体育による
　学習保障の可能性

［関係資料］ ［注1］Beact, Primary Physical Education with ICT: A pupilʟs entitlement to ICT in primary physical 
education, 2009, https://www.afpe.org.uL/physical-education/wp-content/uploads/entitlement_primary_PE.pdf

（参র日2021/10/12）.
［注2］Becta, Secondary Physical Education with ICT: A pupilʟs entitlement to ICT in secondary physical education, 
2009, https://www.afpe.org.uL/physical-education/wp-content/uploads/entitlement_sec_PE.pdf （参র日2021/10/12）.

［注3］Sargent, +. � Casey, A., 'lipped learning, pedagogy and digital technology: EstaClishing consistent 
practice to optimi[e lesson time, European Physical Education 3eWiew, Vol. 26 （1）: 70-84, 2019. 
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　イΪリスは学校におけるICTの導入がૣく，2000年代初期にはインタラクティブϗワイトボード（電子ࠇ
板）の導入が始まっている。体育においても2009年には， 教育工学ৼ興機構と体育協会の共同で，ICT
の活用により子供たちの学びをサポート及び強化するための情報子が作成されている［注1， 2］。以下
では，セカンダリースクール（中等教育）用の子の内容と，近年イΪリスでも関心が高い，反転学習と
ICTの活用を結び付けた体育授業実践例の一部をհする。

１． セカンダリースクールにおけるICTを活用した体育授業
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secondary physical education」では， 全ての生徒が体育に参加するݖ利があるのと同じように，授業
での学びを強化するためICTを活用するݖ利があることが示されている。また，ICTの実際の活用として，
屋内での活動，屋外での活動，多様な生徒に対応した授業の実践例がհされている。
　屋内での活動では，器ց運動においてカメラ機能と動作分析機能を活用し，技術改善を図る実践例，
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いる。多様な生徒に対応した学習指導については，家庭用ήーム機を活用し，োのある生徒がテニス
や野ٿ，ΰルフ等，実際にはプレイすることができないスポーツに参加する例等がհされている。

２． 反転学習とICTの活用を結び付けた授業実践例
　2つのセカンダリースクールでの実践報告では，生徒は授業前に教師が準備した動画を視ௌし学習の
見通しをもつこと，教師から出された質問に対して仲間とディスカッションを行うことが定例となっている［注
3］。1つの学校の教師は画像や動画，文字入れ等ができるアプリを活用し，質問や図，参考資料の情報
源を掲載したり，生徒が動画に対するコメントを残したりできるようにしている。もう1つの学校の教師は生
徒が視ௌした動画に関連する課題への回答や生徒からの質問や仲間とのディスカッションの結果をアン
ケート機能を活用して収集し，生徒の理解の状況を把握するようにしている。反転学習における動画の視
ௌは生徒が家庭で行う場合もあるが，これらの実践では，生徒が動画を視ௌする場の1つとして，授業前
のߋҥ室の活用も行っている。
　ICTを活用した反転学習を取り入れた両教師のねらいは，学習の見通しをもった生徒に対して，生徒
の身体活動ྔを最大限に保証するとともに，生徒がトライ�Τラーを起こしながら活動に取り組んでいく中
で生徒同࢜及び教師との関わりを最大限にし，授業を効果的，効率的に展開していくことである。実際，
両教師ともに自分たちが計画，実践に対する成果とともに，生徒中心の授業が展開されているとの手ごた
えを感じていることが報告されている。

１． 遠隔教育の分類
　ICTを活用した遠隔授業は，ύンデミック，自然ࡂ，あるいは生徒個々の様々な事情により学校に通うこ
とができない場合，さらには，人口減やաૄ化，離ౡなどにより児童生徒が一人などの少人数で学習をしな
ければならないなど，対面授業が困となるケースに対する学習保োの手段として大きな可能性があると
考えられている。
　文部科学省は遠隔授業を含む遠隔教育の類型として，合同授業型，教師支援型，教科・科目充実型，そ
の他に大別し，さらに，12のύターンに分類しているȀ図1ȁ。それに関連して，遠隔教育をそのコミュニケー
ション方法のҧいから「仮想教室型遠隔教育」と「自立学習型遠隔教育」とに۠別する見方もある［注1］。
前者は音声や映像によるコミュニケーション，対人コミュニケーション，同期的コミュニケーションという特
があるとされている。文部科学省が示す遠隔教育の分類も基本的には同時双方向で行うものとしており，
この仮想教室型遠隔教育に該当すると考えられる。一方で，後者の自立学習型遠隔教育には，文字による
コミュニケーションó対メディア・コミュニケーションóඇ同期的コミュニケーションという特があるとされている。

2 海外のICT活用の動向：
イギリスにおける体育授業でのICTの活用

3 オンデマンド型・オンライン体育による
　学習保障の可能性

［関係資料］ ［注1］Beact, Primary Physical Education with ICT: A pupilʟs entitlement to ICT in primary physical 
education, 2009, https://www.afpe.org.uL/physical-education/wp-content/uploads/entitlement_primary_PE.pdf

（参র日2021/10/12）.
［注2］Becta, Secondary Physical Education with ICT: A pupilʟs entitlement to ICT in secondary physical education, 
2009, https://www.afpe.org.uL/physical-education/wp-content/uploads/entitlement_sec_PE.pdf （参র日2021/10/12）.

［注3］Sargent, +. � Casey, A., 'lipped learning, pedagogy and digital technology: EstaClishing consistent 
practice to optimi[e lesson time, European Physical Education 3eWiew, Vol. 26 （1）: 70-84, 2019. 

図1   遠隔教育システム活用ガイドブック 第３版（文部科学省，2021）より
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［関係資料］ ［注1］ླ ࠀ夫（1999）ೋつの遠隔教育ᴷ通信教育から遠隔教育への概念的連続性と不連続性に
ついてᴷメディア教育研究，3:1-12.

4 遠隔授業の実際
　体育において実際に遠隔授業を行うには，ϋードウェア（ICT端末）やソフトウェアの条݅に合わせて，
各方法の特と授業の目的に合わせて環境を構成し，形態を選ぶ必要がある。ここでは，オンラインで双
方向的に身体活動や体育を学ぶ実践例をհする。

１． 在宅授業（多数もしくは個別の児童生徒がそれぞれ遠隔で授業に参加する場合）
　学校での対面ではなく,在の児童生徒に授業を行う場合では，ウェブ会議ソフトや機能を使い，画面
上にإや全身を映しながら運動を行う方法が考えられる。このような形態では，教師からの一方向的な授
業に りؕがちになるので，児童生徒が主体的に参加できる工夫が必要となる。授業をいくつかの場面に۠
切り，発言できる機会を設けてわからないことを質問できるような配慮をするとともに，小集ஂでの活動も取
り入れて授業づくりを行う。可能であれば，ICT端末は複数台準備して，資料を別の機器で提示し，常に生
徒の様子が確認できる状態で授業を行うことが効果的である。

２． 外部からの参加（遠隔によって，通常授業の充実や参加を図る場合）
　児童生徒がڗ受できる教材や最適な教育方法を増やすという点では，学校外の専門家の参加を容易
にする遠隔授業や，学校内の別室にいる専門の教員（養護教་やӫ養教་など）や，教室外にいる児
童生徒がオンラインで参加する対面と遠隔を融合するϋイブリッド形態の授業が考えられる。

　教育委員会，大学，ا業の3者協定に基づく遠隔地部活動支援として，タブレットを通して中学生運動
部員の技術指導，体力プログラムの作成について大学生がアドバイスをする活動を行ったȀ図１ȁ。
　運動プログラム作成のアプリケーションとコーチングのアプリケーションを用いて，生徒が大学生の指導を
受けながら体力測定と事前調査ථの作成をする。大学生は，生徒からの相談に対して，送られてきた動画を
見ながら，修正のポイント，改善方法，改善するために強化する身体部位，トレーニング方法等についてグルー
プで指導方針を検討し，指導カルテを作成して相談者の生徒にメールで送信する。
　それを踏まえて練習に取り組んだ後，生徒は，自身の体力，課題となる技能に関する相談について，ؾにな
る点を撮影した動画とともにメールで大学生に送付する。メールを受けた大学生は，生徒からの相談に対す
る回答を再びグループで検討し，相談者の生徒にメールで送信する。
　部活動の遠隔指導に入る手ॱは，以下の通りである。

① 実施ر望の中学校に大学の教員，大学生（教員養成課程保健体育専߈），本システムを構
築したا業が出向き，運動部の生徒に体力測定，事前調査ථへの記入 （健康チェックを含
む），タブレットの使い方の指導を行う。

② 運動部の生徒から送られてきた体力測定，事前調査ථを基に，大学生が各ポジション，体力
差，学年等に分かれたグループで指導カルテを作成する。

ᶅ 運動部の生徒は，大会や練習時にؾになったことがあったときは大学生にメールで相談し，
大学生は１～̎ ि間内で生徒にアドバイスをす。（このプロセスを定期的に実施する。）

事例：大学生による中学生への遠隔部活動指導

図１　大学生とこれからのトレーニング希望目標について相談中 ［※1］

3． 協働授業（遠隔の学級や学校をつなぎ，合同で授業を実現する場合）
　遠隔の小ن校をオンラインでつなぎ，少人数ではできないことを協働によって実現する授業が考えられ
る。プロジェクターを活用すれば，画面の児童生徒を等身大で表示することができ，遠隔であってもおޓいに
動きを見合うことも可能である。遠隔の学ڃによる合同の体育授業では，体つくり運動やダンスなどでは大き
いスクリーンを利用して動きを合わせたり，上運動や上競技などではそれぞれの記録や取組を交流し
て，競争することができる。ٿ技や道では，直接の対戦はできないが，映像を見て，課題を協働で解決した
りすることなどを通して，遠隔の児童生徒同࢜でも体力や技能の程度，性別やোの有ແにかかわらず，運
動の多様なָしみ方を共有することができる。ここでは，授業時間や単元の授業の全てを遠隔で行うので
はなく，可能な機会に「集合学習」や「交流学習」を遠隔によって行うことで，協働的な学びの実現を目指し
た事例をհする。

２． オンデマンド型・オンライン体育の動向と可能性
　自立学習型遠隔教育という視点では，これまで，オンデマンド型・オンライン体育に関する先行研究や事
例は国内にはほとんど見られない。一方で，ւ外においては，クイズ，レポート，ディスカッションフォーラムなど
のオンラインコンテンツを通して，生徒の個別性・主体性や社会的相ޓ作用の促進，利ศ性，フレキシビリ
ティ，認知力や体力の向上など，その意義に関する報告がいくつか見られる。
　また，教師側にとっても，個別指導が容易であることや利ศ性があることなどの意義が示されている。同
時に，環境・リソースの整備，学習保ো，身体活動や社会性の欠，学習状況の把握とフィードバック，教師
の職能開発，特有の授業設計，教師への支援と研究者のհ入などの課題も多く指摘されている。
　そのような中で，本ࢽ第̏章（事例̐）でհされた実践は，従来の対面授業とオンデマンド型・オンライン
体育を組み合わせたブレンド型の授業形態となっており，これまでに国内ではあまり見られないようなスタイ
ルといえよう。したがって，そこで得られた知見を示しておくことは，今後の体育授業におけるICT活用の未
来を展望する上でも有意義であると考える。
　当実践で得られたデータ分析の結果からは，オンデマンド型授業のみにおいても，予め教師が意図的に
授業デβインすることによって，技術学習（技能），認識学習（知識，思考力，判断力，表現力等），社会・情意
学習（関わり合い）がある程度は保োされる可能性があることが明らかとなった。例えば，オンライン上の共
有化されたデジタル学習カードによって，これまでの学習カードより思考力，判断力，表現力等が促進された
という生徒がいたり，また，生徒間や教師ʵ生徒間のコミュニケーションがよりש起されるというケースも見ら
れた。他方で，自ݾと他者のリアルな身体をհしてでしかできないݻ有の学び（例えば，実感，体感，体現，共
感など）も体育にはあるため，それは自他の身体間に時空間的隔たりがあるオンデマンド型・オンライン体
育では，その保োはしいことも明らかになった。
　以上を踏まえると，体育における今後のICT活用を見ਾえては，オンデマンド型・オンラインを含めたICT
活用と従来の対面授業とを相ޓ補完的にうまく組み合わせるような授業デβインの開発やその効果検証
といった新たな課題も見えてくるのではないだろうか。
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［関係資料］ ［注1］ླ ࠀ夫（1999）ೋつの遠隔教育ᴷ通信教育から遠隔教育への概念的連続性と不連続性に
ついてᴷメディア教育研究，3:1-12.

4 遠隔授業の実際
　体育において実際に遠隔授業を行うには，ϋードウェア（ICT端末）やソフトウェアの条݅に合わせて，
各方法の特と授業の目的に合わせて環境を構成し，形態を選ぶ必要がある。ここでは，オンラインで双
方向的に身体活動や体育を学ぶ実践例をհする。

１． 在宅授業（多数もしくは個別の児童生徒がそれぞれ遠隔で授業に参加する場合）
　学校での対面ではなく,在の児童生徒に授業を行う場合では，ウェブ会議ソフトや機能を使い，画面
上にإや全身を映しながら運動を行う方法が考えられる。このような形態では，教師からの一方向的な授
業に りؕがちになるので，児童生徒が主体的に参加できる工夫が必要となる。授業をいくつかの場面に۠
切り，発言できる機会を設けてわからないことを質問できるような配慮をするとともに，小集ஂでの活動も取
り入れて授業づくりを行う。可能であれば，ICT端末は複数台準備して，資料を別の機器で提示し，常に生
徒の様子が確認できる状態で授業を行うことが効果的である。

２． 外部からの参加（遠隔によって，通常授業の充実や参加を図る場合）
　児童生徒がڗ受できる教材や最適な教育方法を増やすという点では，学校外の専門家の参加を容易
にする遠隔授業や，学校内の別室にいる専門の教員（養護教་やӫ養教་など）や，教室外にいる児
童生徒がオンラインで参加する対面と遠隔を融合するϋイブリッド形態の授業が考えられる。

　教育委員会，大学，ا業の3者協定に基づく遠隔地部活動支援として，タブレットを通して中学生運動
部員の技術指導，体力プログラムの作成について大学生がアドバイスをする活動を行ったȀ図１ȁ。
　運動プログラム作成のアプリケーションとコーチングのアプリケーションを用いて，生徒が大学生の指導を
受けながら体力測定と事前調査ථの作成をする。大学生は，生徒からの相談に対して，送られてきた動画を
見ながら，修正のポイント，改善方法，改善するために強化する身体部位，トレーニング方法等についてグルー
プで指導方針を検討し，指導カルテを作成して相談者の生徒にメールで送信する。
　それを踏まえて練習に取り組んだ後，生徒は，自身の体力，課題となる技能に関する相談について，ؾにな
る点を撮影した動画とともにメールで大学生に送付する。メールを受けた大学生は，生徒からの相談に対す
る回答を再びグループで検討し，相談者の生徒にメールで送信する。
　部活動の遠隔指導に入る手ॱは，以下の通りである。

① 実施ر望の中学校に大学の教員，大学生（教員養成課程保健体育専߈），本システムを構
築したا業が出向き，運動部の生徒に体力測定，事前調査ථへの記入 （健康チェックを含
む），タブレットの使い方の指導を行う。

② 運動部の生徒から送られてきた体力測定，事前調査ථを基に，大学生が各ポジション，体力
差，学年等に分かれたグループで指導カルテを作成する。

ᶅ 運動部の生徒は，大会や練習時にؾになったことがあったときは大学生にメールで相談し，
大学生は１～̎ ि間内で生徒にアドバイスをす。（このプロセスを定期的に実施する。）

事例：大学生による中学生への遠隔部活動指導

図１　大学生とこれからのトレーニング希望目標について相談中 ［※1］

3． 協働授業（遠隔の学級や学校をつなぎ，合同で授業を実現する場合）
　遠隔の小ن校をオンラインでつなぎ，少人数ではできないことを協働によって実現する授業が考えられ
る。プロジェクターを活用すれば，画面の児童生徒を等身大で表示することができ，遠隔であってもおޓいに
動きを見合うことも可能である。遠隔の学ڃによる合同の体育授業では，体つくり運動やダンスなどでは大き
いスクリーンを利用して動きを合わせたり，上運動や上競技などではそれぞれの記録や取組を交流し
て，競争することができる。ٿ技や道では，直接の対戦はできないが，映像を見て，課題を協働で解決した
りすることなどを通して，遠隔の児童生徒同࢜でも体力や技能の程度，性別やোの有ແにかかわらず，運
動の多様なָしみ方を共有することができる。ここでは，授業時間や単元の授業の全てを遠隔で行うので
はなく，可能な機会に「集合学習」や「交流学習」を遠隔によって行うことで，協働的な学びの実現を目指し
た事例をհする。

２． オンデマンド型・オンライン体育の動向と可能性
　自立学習型遠隔教育という視点では，これまで，オンデマンド型・オンライン体育に関する先行研究や事
例は国内にはほとんど見られない。一方で，ւ外においては，クイズ，レポート，ディスカッションフォーラムなど
のオンラインコンテンツを通して，生徒の個別性・主体性や社会的相ޓ作用の促進，利ศ性，フレキシビリ
ティ，認知力や体力の向上など，その意義に関する報告がいくつか見られる。
　また，教師側にとっても，個別指導が容易であることや利ศ性があることなどの意義が示されている。同
時に，環境・リソースの整備，学習保ো，身体活動や社会性の欠，学習状況の把握とフィードバック，教師
の職能開発，特有の授業設計，教師への支援と研究者のհ入などの課題も多く指摘されている。
　そのような中で，本ࢽ第̏章（事例̐）でհされた実践は，従来の対面授業とオンデマンド型・オンライン
体育を組み合わせたブレンド型の授業形態となっており，これまでに国内ではあまり見られないようなスタイ
ルといえよう。したがって，そこで得られた知見を示しておくことは，今後の体育授業におけるICT活用の未
来を展望する上でも有意義であると考える。
　当実践で得られたデータ分析の結果からは，オンデマンド型授業のみにおいても，予め教師が意図的に
授業デβインすることによって，技術学習（技能），認識学習（知識，思考力，判断力，表現力等），社会・情意
学習（関わり合い）がある程度は保োされる可能性があることが明らかとなった。例えば，オンライン上の共
有化されたデジタル学習カードによって，これまでの学習カードより思考力，判断力，表現力等が促進された
という生徒がいたり，また，生徒間や教師ʵ生徒間のコミュニケーションがよりש起されるというケースも見ら
れた。他方で，自ݾと他者のリアルな身体をհしてでしかできないݻ有の学び（例えば，実感，体感，体現，共
感など）も体育にはあるため，それは自他の身体間に時空間的隔たりがあるオンデマンド型・オンライン体
育では，その保োはしいことも明らかになった。
　以上を踏まえると，体育における今後のICT活用を見ਾえては，オンデマンド型・オンラインを含めたICT
活用と従来の対面授業とを相ޓ補完的にうまく組み合わせるような授業デβインの開発やその効果検証
といった新たな課題も見えてくるのではないだろうか。
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グループでの対話が停滞した
状態となっている

教師の関わり肩の見直しによる
対話的学習の促進が確認された

5 対話を促すテクノロジーの可能性

図2　小学校：久慈市立久喜小学校・九戸村立山根小学校
　　  ［陸上運動：ハードル走］の遠隔合同授業

図3　中学校：北見市立常呂中学校・大分市立上野ヶ丘
　　  中学校［体育理論：文化としてのスポーツの意義］
　　  の遠隔合同授業

１． 授業改善を促進する先進的技術の活用
　近年，先進的なデータ収集・解析システムや人工知能（AI）といったテク
ノロジーの活用によって，٬観的に捉えることがしい授業内での児童生
徒同࢜の関わりの様相をデータとして捉えることが可能となっている。最新
の体育授業研究では，児童生徒の身体のඍ細なৼ動ύターンと相ޓの対
面状態について，3࣠加速度計および外ઢによって検出するウェアラブル
センシングツールȀ図1ȁを使用することによって，誰と誰が強く結びついてい
たかをという授業内でのコミュニケーションの状況をデータとして把握するシ
ステムも開発されている。教師は授業での児童生徒のコミュニケーション状
態を確認することで，自身の関わり方，課題提示の方法，授業展開や進行
の仕方，教材の工夫などが，児童生徒の対話的学習を引き出せているかど
うかについてৼり返ることができる。
　さらに，これらの授業に関する様々なデータについて，チϟット機能などを
利用して他の教師と共有することによって，授業改善のための研究会・研
修会に活用することも可能となる。一ൠ的な授業研究会や授業研修会では，授業の公開とその後の対面
での検討会という流れで実施されることが多いが，参加のための時間確保やҠ動が必要であるために
機会が限られていた。しかし，チϟット機能などのオンラインのシステムを活用することで，授業見学やディ
スカッションへの参加が容易になり，これまで以上に研究・研修の機会を得ることが可能となる。また，その
際にデータに基づいた授業検討を行えば議論がয点化しやすく，授業改善のための実際的な手立てに
ついて意見を出し合いやすくなるというメリットもある。

（１）小規模校における合同授業
　遠隔の小ن小学校2校の学ڃ（双方とも複式学
ࠒにおいて，オンラインによる合同授業を行った。日（ڃ
の授業では同学年児童との協働的な学習がしい2
学ڃであるが，オンラインを活用すれば他校の児童と
同じ内容を一ॹに学ぶことができる。授業では，モニ
ター越しにおޓいの取組を確認し，学習支援ソフトで
映像や意見を共有し，交流やえ合いをすることがで
きたȀ図2ȁ。

（２）遠隔地における合同授業
　道府ݝを越えた中学校2校が合同で行った体育
理論の授業において，それぞれの地域のスポーツ活
動を相手にえ合うことで興味，関心が高まり，理解
が深まった。それぞれの地域の特৭を活かした教材
を準備することで，主体的に内容にഭるようになり，実
感を伴って学ぶことができたȀ図3ȁ。

（３）障害の有無にかかわらず共に学ぶ授業
　近年，「共生社会」の実現という観点から，健常者も
ো者も一ॹになってスポーツをָしむことや，共に
運動にしむ経験の中から相手の立場を考えるという経験が重要となっており，体育においても
通常学ڃと特別支援学ڃの交流授業は一ൠ的となってきている。しかし，へき地小ن学校など
では交流の機会を得ることがしいのが現状である。このような背景から，োのある児童生徒と
োのない児童生徒が共に活動するオンラインによる遠隔交流体育授業の実践をࢼみたȀ図4ȁ。
োのある児童も主体的に取り組むことができるよう「ボッチϟ」を取り扱い，全員がήームに参加
できるようにした。授業ではオンラインをհして2校の児童がチームを組み，別のチームと対戦する
形式としたȀ図5，6ȁ。ήームでは2校の児童が一ॹにήームに中しながらも，おޓいの意見を交
流させながら自ݾやチームの課題解決に向かう姿が見られた．今回の実践では，遠隔での交流に
よって，初めて出会う仲間と一ॹに運動をָしむことや，地域やোの有ແなどの多様性の中で
共に目的に向かう体育授業の可能性を示すことができた。

図4　足寄町立螺湾小学校の複式高学年学級の２名と北海道
　  　教育大学附属札幌小学校6年生１学級の遠隔交流授業 図5　小規模学級の様子 図6　通常学級の様子

図1　ウェアラブルセンシング
　　  ツール着用の様子

2． 実際の活用事例
（１）児童生徒のコミュニケーションの可視化と
　　授業改善
　【図2】は中学1年生の創作ダンス授業において，生
徒たちのコミュニケーション状態をウェアラブルセンシ
ングツールによってネットワーク図として自動出力したも
のである。この図ではグループ内での会話した時間の
長さが表れている。当初は生徒たちが課題をうまく把
握できず話合いが停滞している様子がみられていた
が，授業者が関わり方や課題提示方法を工夫した結
果，その後の授業では生徒の課題意識の共有が進
み，対話的な学習が促進されていたことが確認できた。
グループとしての課題を生徒たちが把握・認識してい
くことで，課題解決に向けた話合いが促進される様子
が表れている様子が表れている。この事例のように，
先進的テクノロジーを活用した対話的な学習の状況
という授業の一側面を可視化することによって，教師
が授業改善する手立てを検討・実践し，さらにはその
成果についても確認することが可能となる。

図2　ダンス授業でのコミュニケーションの可視化
（中学校1年生・創作ダンス・合計15分以上の会話）

［˞1］ 巻末 ［24］ 参র
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グループでの対話が停滞した
状態となっている

教師の関わり肩の見直しによる
対話的学習の促進が確認された

5 対話を促すテクノロジーの可能性

図2　小学校：久慈市立久喜小学校・九戸村立山根小学校
　　  ［陸上運動：ハードル走］の遠隔合同授業

図3　中学校：北見市立常呂中学校・大分市立上野ヶ丘
　　  中学校［体育理論：文化としてのスポーツの意義］
　　  の遠隔合同授業

１． 授業改善を促進する先進的技術の活用
　近年，先進的なデータ収集・解析システムや人工知能（AI）といったテク
ノロジーの活用によって，٬観的に捉えることがしい授業内での児童生
徒同࢜の関わりの様相をデータとして捉えることが可能となっている。最新
の体育授業研究では，児童生徒の身体のඍ細なৼ動ύターンと相ޓの対
面状態について，3࣠加速度計および外ઢによって検出するウェアラブル
センシングツールȀ図1ȁを使用することによって，誰と誰が強く結びついてい
たかをという授業内でのコミュニケーションの状況をデータとして把握するシ
ステムも開発されている。教師は授業での児童生徒のコミュニケーション状
態を確認することで，自身の関わり方，課題提示の方法，授業展開や進行
の仕方，教材の工夫などが，児童生徒の対話的学習を引き出せているかど
うかについてৼり返ることができる。
　さらに，これらの授業に関する様々なデータについて，チϟット機能などを
利用して他の教師と共有することによって，授業改善のための研究会・研
修会に活用することも可能となる。一ൠ的な授業研究会や授業研修会では，授業の公開とその後の対面
での検討会という流れで実施されることが多いが，参加のための時間確保やҠ動が必要であるために
機会が限られていた。しかし，チϟット機能などのオンラインのシステムを活用することで，授業見学やディ
スカッションへの参加が容易になり，これまで以上に研究・研修の機会を得ることが可能となる。また，その
際にデータに基づいた授業検討を行えば議論がয点化しやすく，授業改善のための実際的な手立てに
ついて意見を出し合いやすくなるというメリットもある。

（１）小規模校における合同授業
　遠隔の小ن小学校2校の学ڃ（双方とも複式学
ࠒにおいて，オンラインによる合同授業を行った。日（ڃ
の授業では同学年児童との協働的な学習がしい2
学ڃであるが，オンラインを活用すれば他校の児童と
同じ内容を一ॹに学ぶことができる。授業では，モニ
ター越しにおޓいの取組を確認し，学習支援ソフトで
映像や意見を共有し，交流やえ合いをすることがで
きたȀ図2ȁ。

（２）遠隔地における合同授業
　道府ݝを越えた中学校2校が合同で行った体育
理論の授業において，それぞれの地域のスポーツ活
動を相手にえ合うことで興味，関心が高まり，理解
が深まった。それぞれの地域の特৭を活かした教材
を準備することで，主体的に内容にഭるようになり，実
感を伴って学ぶことができたȀ図3ȁ。

（３）障害の有無にかかわらず共に学ぶ授業
　近年，「共生社会」の実現という観点から，健常者も
ো者も一ॹになってスポーツをָしむことや，共に
運動にしむ経験の中から相手の立場を考えるという経験が重要となっており，体育においても
通常学ڃと特別支援学ڃの交流授業は一ൠ的となってきている。しかし，へき地小ن学校など
では交流の機会を得ることがしいのが現状である。このような背景から，োのある児童生徒と
োのない児童生徒が共に活動するオンラインによる遠隔交流体育授業の実践をࢼみたȀ図4ȁ。
োのある児童も主体的に取り組むことができるよう「ボッチϟ」を取り扱い，全員がήームに参加
できるようにした。授業ではオンラインをհして2校の児童がチームを組み，別のチームと対戦する
形式としたȀ図5，6ȁ。ήームでは2校の児童が一ॹにήームに中しながらも，おޓいの意見を交
流させながら自ݾやチームの課題解決に向かう姿が見られた．今回の実践では，遠隔での交流に
よって，初めて出会う仲間と一ॹに運動をָしむことや，地域やোの有ແなどの多様性の中で
共に目的に向かう体育授業の可能性を示すことができた。

図4　足寄町立螺湾小学校の複式高学年学級の２名と北海道
　  　教育大学附属札幌小学校6年生１学級の遠隔交流授業 図5　小規模学級の様子 図6　通常学級の様子

図1　ウェアラブルセンシング
　　  ツール着用の様子

2． 実際の活用事例
（１）児童生徒のコミュニケーションの可視化と
　　授業改善
　【図2】は中学1年生の創作ダンス授業において，生
徒たちのコミュニケーション状態をウェアラブルセンシ
ングツールによってネットワーク図として自動出力したも
のである。この図ではグループ内での会話した時間の
長さが表れている。当初は生徒たちが課題をうまく把
握できず話合いが停滞している様子がみられていた
が，授業者が関わり方や課題提示方法を工夫した結
果，その後の授業では生徒の課題意識の共有が進
み，対話的な学習が促進されていたことが確認できた。
グループとしての課題を生徒たちが把握・認識してい
くことで，課題解決に向けた話合いが促進される様子
が表れている様子が表れている。この事例のように，
先進的テクノロジーを活用した対話的な学習の状況
という授業の一側面を可視化することによって，教師
が授業改善する手立てを検討・実践し，さらにはその
成果についても確認することが可能となる。

図2　ダンス授業でのコミュニケーションの可視化
（中学校1年生・創作ダンス・合計15分以上の会話）

［˞1］ 巻末 ［24］ 参র
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休んで！

図3　北海道教育委員会によるオンライン授業研究会の例
　　  （オンラインでのデータ提示と授業検討会の実施）

3． まとめ
　1人1台端末の整備などにより様々なデータ収集が可能となってきている。テクノロジーの急速な発達に
よって，今後の授業改善のアプローチの幅が大きく広がっていく。これまで培ってきた教育の知見や教師
の経験的技術に加え，各種データを総合的に把握することで，授業での児童生徒の対話を活性化させ
ることや，研修会・検討会での教師たちの議論を促進させることが可能となる。

2． ICT機器を活用した健康・安全管理
　ICTの進化が加速的にզ々の生活に変化をもたらしている。スマートフォンが普及し，通信機能を載
したウェアラブル端末が身近に存在するようになった。これらの端末を通して収集した生体データはス
マートフォンを経由してクラウドに送られ，AI（人工知能）が解析し，使用者にとって分かりやすい形式で

（２）オンラインによる研修会
　オンラインで公開授業や検討会を行うことも可能と
なってきている【図3】。オンラインで授業映像や授業に
ついての具体的なデータが提供されることで，対面参
加をすることなく授業の様子を確認し議論への参加
が可能となる。対面参加では授業や児童生徒のงғ
が直に感じ取れるというメリットがあるが，会場となؾ
る学校へ集合するためには，Ҡ動とそのための時間
が必要となる。オンラインでの検討会では現場のงғ
を感じることがしいが，その一方で可視化データに基づいたディスカッションによって参加者たؾ
ちの課題がয点化しやすく，授業者が必要とする具体的な提Ҋや助言を得られやすいというメ
リットがある。

6 健康・安全な体育授業を目指して
　（今後への期待）

図1　体育活動中における死亡・重障害事故の傷病別・
　　  原因別分析（平成12年度~令和元年度計）［注1］

１． 体育活動中における死亡事故等の発生状況
　児童生徒にとって学校は教職員にकられた安心安全
な場所であり，学校管理下での事ނを未然に防͙ことは
重要である。しかしながら，学校管理下での事ނはຖ年
起こり，特にスポーツ中の事ނを防͙ことは大きな課題で
ある。体育の授業や運動部活動，体育的行事等を含めた
体育活動中におけるࢮ・重ো事ނの中で最も多いの
はಥ然ࢮであるȀ図1ȁ［注1］。事ނの発生݅数について
はスポーツ種目の特性は認められないが，る運動にお
いての発生݅数が多く数をめているȀ図1ȁ［注1］。自
動体外式আ細動器（AED）がඇҩྍ従事者でも使用で
きるようになって以来，学校においてもಥ然ࢮは年々減少
しているが，体育活動中のಥ然ࢮを減少させるためには，
特に運動時の対策が有効であるものと考えられる。

図2　ウェアラブル端末

フィードバックされるという高度な健康管理サービスを，誰
もが؆単に利用できるようになった。
　ウェアラブル端末はา数やҠ動距離などの活動ྔだ
けでなく，຺ ഥ数や心電図，݂ 中ࢎૉ和度，体Թなど
の生体情報を収集して，スマートフォンやコンピューターへ
データを送ることが可能であるȀ図2】。ҩྍ機器としてঝ
認されているアプリケーションソフトもあり，心細動のよう
な不ن則な心ഥを検知したときに通知したり，計測した
データを保存しҩ師と共有したりすることができる。
　ウェアラブル端末をやҥなどに着し，取得した
生体情報の数値の変化を経ա観察することで，運動時
の体調不良のૣ期発見に役立てることができる。運動中
に急ܹな心ഥ数や݂圧の変化が認められた場合には，
速やかに運動を中止する判断が可能となる。例えば，い
つもと同じペースでっているのに心ഥ数が上がってきた
場合のように，体の変化を数値で把握することで，ૣ めに
ペースを落とすように指示したり，運動ྔを減らすなどし
て児童生徒の体をकることができるȀ図 ȁ̏。想定した心
ഥ数を大幅に超えた場合にウェアラブル端末のアラーム
が໐るように設定するだけでも，オーバーワークやಥ然の
体調不良による事ނを防げるであろう。
　生体情報に留まらず，ウェアラブル端末の着でԹ度
や࣪度，ؾ圧などの周ғの環境を測定して中症などの
状態を察知することも可能である。さらに，運動中のݥة
ҟ常な体Թ上ঢなどݥةなサインが発生した場合も，発
見と対応までの時間が短縮できる。また，GPS機能によっ
て，児童生徒一人一人の位置もリアルタイムに把握できる。
そのため，長距離や運動会，遠などにおいて，離れ
た場所からも児童生徒の体調変化を把握し，中症などのݥة状態もすばやく察知することができる。
　現時点ではまだ実用化されていないが，݂࠾をせずに݂値を測定する技術もすでに開発されている。
これが実用化すれば，ᶗ型病のような内部࣬ױを有する児童生徒の運動時リスクを低減することもで
きる。このように健康観察の必要のある児童生徒や運動リスクが高い児童生徒の体育活動中の安全を見
कるために，ウェアラブル端末の利用は有効であろう。

図3　体調不良の児童生徒に速やかに運動中止の指示
　　  ができる

3． 期待される近未来の先進的ICT活用
　近年，ICT関連技術の進าにより，「ヘルステック（)ealth Tech）」とݺばれるا業やサービスが増えて
きた。ヘルステックとは，)ealth（健康）とTechnology（テクノロジー）を組み合わせた言༿である。ҩྍ費
の高ಅや働き方改革，健康ण命の向上などを背景に，ҩྍと健康に関する新たな価値の創造が期待さ
れるヘルステックは，急ܹに注目度を高めている。様々な分野で現在開発が進んでおり、これらの仕組みを
活用することで，体育授業での児童生徒の健康・安全を確保できる可能性は高い。以下に期待される近
未来の先進的ICT活用についてհする。
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図3　北海道教育委員会によるオンライン授業研究会の例
　　  （オンラインでのデータ提示と授業検討会の実施）

3． まとめ
　1人1台端末の整備などにより様々なデータ収集が可能となってきている。テクノロジーの急速な発達に
よって，今後の授業改善のアプローチの幅が大きく広がっていく。これまで培ってきた教育の知見や教師
の経験的技術に加え，各種データを総合的に把握することで，授業での児童生徒の対話を活性化させ
ることや，研修会・検討会での教師たちの議論を促進させることが可能となる。

2． ICT機器を活用した健康・安全管理
　ICTの進化が加速的にզ々の生活に変化をもたらしている。スマートフォンが普及し，通信機能を載
したウェアラブル端末が身近に存在するようになった。これらの端末を通して収集した生体データはス
マートフォンを経由してクラウドに送られ，AI（人工知能）が解析し，使用者にとって分かりやすい形式で

（２）オンラインによる研修会
　オンラインで公開授業や検討会を行うことも可能と
なってきている【図3】。オンラインで授業映像や授業に
ついての具体的なデータが提供されることで，対面参
加をすることなく授業の様子を確認し議論への参加
が可能となる。対面参加では授業や児童生徒のงғ
が直に感じ取れるというメリットがあるが，会場となؾ
る学校へ集合するためには，Ҡ動とそのための時間
が必要となる。オンラインでの検討会では現場のงғ
を感じることがしいが，その一方で可視化データに基づいたディスカッションによって参加者たؾ
ちの課題がয点化しやすく，授業者が必要とする具体的な提Ҋや助言を得られやすいというメ
リットがある。

6 健康・安全な体育授業を目指して
　（今後への期待）

図1　体育活動中における死亡・重障害事故の傷病別・
　　  原因別分析（平成12年度~令和元年度計）［注1］

１． 体育活動中における死亡事故等の発生状況
　児童生徒にとって学校は教職員にकられた安心安全
な場所であり，学校管理下での事ނを未然に防͙ことは
重要である。しかしながら，学校管理下での事ނはຖ年
起こり，特にスポーツ中の事ނを防͙ことは大きな課題で
ある。体育の授業や運動部活動，体育的行事等を含めた
体育活動中におけるࢮ・重ো事ނの中で最も多いの
はಥ然ࢮであるȀ図1ȁ［注1］。事ނの発生݅数について
はスポーツ種目の特性は認められないが，る運動にお
いての発生݅数が多く数をめているȀ図1ȁ［注1］。自
動体外式আ細動器（AED）がඇҩྍ従事者でも使用で
きるようになって以来，学校においてもಥ然ࢮは年々減少
しているが，体育活動中のಥ然ࢮを減少させるためには，
特に運動時の対策が有効であるものと考えられる。

図2　ウェアラブル端末

フィードバックされるという高度な健康管理サービスを，誰
もが؆単に利用できるようになった。
　ウェアラブル端末はา数やҠ動距離などの活動ྔだ
けでなく，຺ ഥ数や心電図，݂ 中ࢎૉ和度，体Թなど
の生体情報を収集して，スマートフォンやコンピューターへ
データを送ることが可能であるȀ図2】。ҩྍ機器としてঝ
認されているアプリケーションソフトもあり，心細動のよう
な不ن則な心ഥを検知したときに通知したり，計測した
データを保存しҩ師と共有したりすることができる。
　ウェアラブル端末をやҥなどに着し，取得した
生体情報の数値の変化を経ա観察することで，運動時
の体調不良のૣ期発見に役立てることができる。運動中
に急ܹな心ഥ数や݂圧の変化が認められた場合には，
速やかに運動を中止する判断が可能となる。例えば，い
つもと同じペースでっているのに心ഥ数が上がってきた
場合のように，体の変化を数値で把握することで，ૣ めに
ペースを落とすように指示したり，運動ྔを減らすなどし
て児童生徒の体をकることができるȀ図 ȁ̏。想定した心
ഥ数を大幅に超えた場合にウェアラブル端末のアラーム
が໐るように設定するだけでも，オーバーワークやಥ然の
体調不良による事ނを防げるであろう。
　生体情報に留まらず，ウェアラブル端末の着でԹ度
や࣪度，ؾ圧などの周ғの環境を測定して中症などの
状態を察知することも可能である。さらに，運動中のݥة
ҟ常な体Թ上ঢなどݥةなサインが発生した場合も，発
見と対応までの時間が短縮できる。また，GPS機能によっ
て，児童生徒一人一人の位置もリアルタイムに把握できる。
そのため，長距離や運動会，遠などにおいて，離れ
た場所からも児童生徒の体調変化を把握し，中症などのݥة状態もすばやく察知することができる。
　現時点ではまだ実用化されていないが，݂࠾をせずに݂値を測定する技術もすでに開発されている。
これが実用化すれば，ᶗ型病のような内部࣬ױを有する児童生徒の運動時リスクを低減することもで
きる。このように健康観察の必要のある児童生徒や運動リスクが高い児童生徒の体育活動中の安全を見
कるために，ウェアラブル端末の利用は有効であろう。

図3　体調不良の児童生徒に速やかに運動中止の指示
　　  ができる

3． 期待される近未来の先進的ICT活用
　近年，ICT関連技術の進าにより，「ヘルステック（)ealth Tech）」とݺばれるا業やサービスが増えて
きた。ヘルステックとは，)ealth（健康）とTechnology（テクノロジー）を組み合わせた言༿である。ҩྍ費
の高ಅや働き方改革，健康ण命の向上などを背景に，ҩྍと健康に関する新たな価値の創造が期待さ
れるヘルステックは，急ܹに注目度を高めている。様々な分野で現在開発が進んでおり、これらの仕組みを
活用することで，体育授業での児童生徒の健康・安全を確保できる可能性は高い。以下に期待される近
未来の先進的ICT活用についてհする。

■ICT教科書_第5章_104_105再校

00

第
1
章

は
じ
め
に

第
3
章
体
育
科・保
健
体
育
科
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

第
4
章

1
人
1
台
の
端
末
の
実
践

第
2
章

体
育
学
習
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

参
考
資
料
・
付
録

第
1
章

は
じ
め
に

体
育
科・保
健
体
育
科
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

第
3
章

第
4
章

1
人
1
台
の
端
末
の
実
践

第
2
章

体
育
学
習
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

00

参
考
資
料
・
付
録

第 5 章 資質・能力育成に向けたICT活用の検討

103



第
1
章

は
じ
め
に

ま
と
め
・
参
考
資
料

第
5
章

資
質
・
能
力
育
成
に
向
け
た

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
と
検
討

第
2
章
体
育
・
保
健
体
育
授
業
に
お
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
実
態
と
課
題

第
４
章

Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
実
践

第
3
章

体
育
科
・
保
健
体
育
科
に

お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
取
組

感情・心理状態
（集中，納得，戸惑いなど）

音声の波動

元気いっぱい 落ち込んでいる

転倒する

急にしゃがみ込む

（５）声でその人の気分の高揚や落ち込みを
　　可視化する
　緊ுで声が上ずるといったような，声の周数の変
動を解析することで，常に変化する心の状態を分析す
る技術が，ਫ਼ਆ࣬ױによる休職から෮職までのサポー
トツールとして期待されている［˞6］。体育の授業にお
いても，運動をする児童生徒の声からؾ分の高༲や
落ち込みを可視化することで，教師が児童生徒の心
の状態を把握したり，児童生徒自身が心の状態にؾ
付いたりすることができる【図8】。

（６）映像から異常な動きをAI技術で検知する
　警備システムにおいて，カメラの映像をAI技術で解
析し，՞をする，階段から落ちるといったような，ҟ常
な動きを検知する技術が活用されており，これまで，人
の目視にཔっていた情報のૣ期把握が可能となり，対
処までの時間が短縮することに役立っている［˞7］。
体育の授業に活用できば，児童生徒の転や急な
しΌがみ込みなどを見ಀさず，速やかな対応が可能と
なる【図9】。

　今後はAIや5G（第5世代Ҡ動通信システム）が発展していくと予想されるため，ヘルステックはさらに
発展するであろう。人が健康で豊かな人生を送るために，ચ練されるこれらの技術が近い未来に教育
の場に導入されることで，安心安全な体育授業とデータに基づく授業の実践が実現することを期待し
たい。

［関係資料］ ［注1］ 日本スポーツৼ興センター，令和2年度スポーツ庁委託事業　学校における体育活動での事ނ
防止対策推進事業成果報告書，https://www.jpnsport.go.jp/an[en/an[en_school/Cousi_LenLyu/taCid/1956/
Default.aspx�seiLa

［˞2］ 巻末 ［25］ 参র　／　［˞3］ 巻末 ［26］ 参র　／　［˞4］ 巻末 ［27］ 参র
［˞5］ 巻末 ［28］ 参র　／　［˞6］ 巻末 ［29］ 参র　／　［˞7］ 巻末 ［30］ 参র

（１）児童生徒全員の心拍数やパフォーマンスを
　　リアルタイムに把握する
　プロスポーツにおいては，選手がGPS，慣性セン
サー，心ഥモニターを載した小型のセンサーを着
し，記録した情報を自ݾのコンディショニングに活用す
る技術が開発されている［˞2］。この技術を体育授業
に活用できれば，教師はICT端末上のアプリケーション
で，児童生徒全員の運動中の心ഥ数や行距離，ス
ピード，加速度などをリアルタイムに把握することができ
る【図4】。

（２）脈拍や環境温を把握し熱中症から守る
　広ൣғで作業するݐ設作業員の安全と健康の管
理のために，リストバンド型の端末を着し，຺ ഥと位
置情報の変化，環境Թをリアルタイムに把握する技術
がある［˞3］。これには，中症のڪれや身体への高
負ՙを察知するとアラートで通知されるなどの機能も
あるため，学校の運動会や長距離など広いൣғで
運動を行う場合にも，管理画面で児童生徒全員の体
調を把握することができるとともに，急な体調の変化も
察知し対応するなど，安全管理を強化することができ
る【図5】。

（３）映像から心拍数を計測する
　運動中の人のإにカメラをフォーカスし，撮影した映
像から݂管の収縮により生じるഽ৭の変化を解析し
て心ഥ数を計測する技術について，スポーツ場面で
の実証実験が行われた［˞4］。この技術を活用すれ
ば，センサーを身に付けることなく，児童生徒をݻ定し
たカメラ等で撮影するだけで，心ഥ数の測定が可能と
なる【図6】。

（４）顔の表情から人の心理状態を推定する
　人のこまやかな表情変化から，ೲ得やށいなどの
心理状態を検知するAI表情認識技術について，遠隔
業務でのコミュニケーションや，ドライバーや工場作業
者のモニタリングなどへの適用が期待されている［˞
5］。体育授業で活用できれば，運動時の児童生徒の
心のケアに役立てることができる【図7】。

図4　全員の運動中の心拍数やパフォーマンスをリアル
　　  タイムに把握する

図5　脈拍や環境温を把握し熱中症から守る

図8　声でその人の気分の高揚や落ち込みを可視化する

図9　一般的な動作と異なる動きをいち早く検知する 

図6　肌の反射光の変動から心拍レベルを推定する

図7　表情の変化から感情・心理状態を推定する
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（５）声でその人の気分の高揚や落ち込みを
　　可視化する
　緊ுで声が上ずるといったような，声の周数の変
動を解析することで，常に変化する心の状態を分析す
る技術が，ਫ਼ਆ࣬ױによる休職から෮職までのサポー
トツールとして期待されている［˞6］。体育の授業にお
いても，運動をする児童生徒の声からؾ分の高༲や
落ち込みを可視化することで，教師が児童生徒の心
の状態を把握したり，児童生徒自身が心の状態にؾ
付いたりすることができる【図8】。

（６）映像から異常な動きをAI技術で検知する
　警備システムにおいて，カメラの映像をAI技術で解
析し，՞をする，階段から落ちるといったような，ҟ常
な動きを検知する技術が活用されており，これまで，人
の目視にཔっていた情報のૣ期把握が可能となり，対
処までの時間が短縮することに役立っている［˞7］。
体育の授業に活用できば，児童生徒の転や急な
しΌがみ込みなどを見ಀさず，速やかな対応が可能と
なる【図9】。

　今後はAIや5G（第5世代Ҡ動通信システム）が発展していくと予想されるため，ヘルステックはさらに
発展するであろう。人が健康で豊かな人生を送るために，ચ練されるこれらの技術が近い未来に教育
の場に導入されることで，安心安全な体育授業とデータに基づく授業の実践が実現することを期待し
たい。

［関係資料］ ［注1］ 日本スポーツৼ興センター，令和2年度スポーツ庁委託事業　学校における体育活動での事ނ
防止対策推進事業成果報告書，https://www.jpnsport.go.jp/an[en/an[en_school/Cousi_LenLyu/taCid/1956/
Default.aspx�seiLa

［˞2］ 巻末 ［25］ 参র　／　［˞3］ 巻末 ［26］ 参র　／　［˞4］ 巻末 ［27］ 参র
［˞5］ 巻末 ［28］ 参র　／　［˞6］ 巻末 ［29］ 参র　／　［˞7］ 巻末 ［30］ 参র

（１）児童生徒全員の心拍数やパフォーマンスを
　　リアルタイムに把握する
　プロスポーツにおいては，選手がGPS，慣性セン
サー，心ഥモニターを載した小型のセンサーを着
し，記録した情報を自ݾのコンディショニングに活用す
る技術が開発されている［˞2］。この技術を体育授業
に活用できれば，教師はICT端末上のアプリケーション
で，児童生徒全員の運動中の心ഥ数や行距離，ス
ピード，加速度などをリアルタイムに把握することができ
る【図4】。

（２）脈拍や環境温を把握し熱中症から守る
　広ൣғで作業するݐ設作業員の安全と健康の管
理のために，リストバンド型の端末を着し，຺ ഥと位
置情報の変化，環境Թをリアルタイムに把握する技術
がある［˞3］。これには，中症のڪれや身体への高
負ՙを察知するとアラートで通知されるなどの機能も
あるため，学校の運動会や長距離など広いൣғで
運動を行う場合にも，管理画面で児童生徒全員の体
調を把握することができるとともに，急な体調の変化も
察知し対応するなど，安全管理を強化することができ
る【図5】。

（３）映像から心拍数を計測する
　運動中の人のإにカメラをフォーカスし，撮影した映
像から݂管の収縮により生じるഽ৭の変化を解析し
て心ഥ数を計測する技術について，スポーツ場面で
の実証実験が行われた［˞4］。この技術を活用すれ
ば，センサーを身に付けることなく，児童生徒をݻ定し
たカメラ等で撮影するだけで，心ഥ数の測定が可能と
なる【図6】。

（４）顔の表情から人の心理状態を推定する
　人のこまやかな表情変化から，ೲ得やށいなどの
心理状態を検知するAI表情認識技術について，遠隔
業務でのコミュニケーションや，ドライバーや工場作業
者のモニタリングなどへの適用が期待されている［˞
5］。体育授業で活用できれば，運動時の児童生徒の
心のケアに役立てることができる【図7】。

図4　全員の運動中の心拍数やパフォーマンスをリアル
　　  タイムに把握する

図5　脈拍や環境温を把握し熱中症から守る

図8　声でその人の気分の高揚や落ち込みを可視化する

図9　一般的な動作と異なる動きをいち早く検知する 

図6　肌の反射光の変動から心拍レベルを推定する

図7　表情の変化から感情・心理状態を推定する
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本事例集の構成を検討するに当たっては，まず，体育科・保健体育科の ICT 活用の基本方針と
して，学習指導要領（平成 29 年，30 年），教育の情報化に関する手引（令和元年 12 月，追補令和
2 年 6 月），「令和の日本型学校教育（令和 2 年）」等で共通して示される「Society 5.0」時代の到来
へ対応できる子供たちの資質・能力の育成に資するためのものであることを柱とした。

平成 29 年，30 年の学習指導要領改訂においては，「教科等を越えた全ての学習の基盤として育
まれ活用される資質・能力」の一つである「情報活用能力」として，教科等横断的な視点から教育
課程の編成を図り，各学校のカリキュラム・マネジメントの実現を通じて育成すること，また，令
和の日本型学校教育（令和 2 年）では加速・充実していく動きとして，新学習指導要領の着実な実
施，学校における働き方改革，GIGA スクール構想の 3 つが挙げられていること，GIGAスクール
構想及び教育の情報化に関する手引（令和元年 12 月，追補令和 2 年 6 月）等では，ICT 活用によ
る個別最適な学びと協働的な学びの実現を目指すためのクラウド利活用を求めつつ，個人情報保護
や適切な使用を通しての健康保持の課題への対応も念頭に取組を進める必要性があることを確認し
た。

実際に学校現場で有用となる情報の整理が本委託事業のねらいとなることから，これらの方針を
念頭に置きつつ，事例集作成の具体的な「目的，視点，テーマ」を設定した。「目的」は，主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して，三つの資質・能力をバランスよく育成する体
育科・保健体育科の学びの推進（学習指導の充実）を図ること。「視点」は，個別最適な学び（指
導の個別化，学習の個性化），協働的な学び，公務の効率化，教育データの効果的利活用による効
果的な学びの支援からの情報の整理をすること，「テーマ」は，「1 人 1 台の端末をどのように活用
するのか」と設定し，様々な活用，整備状況のҧいに応じてどのような情報提供を行うのかを検討
し，体育科・保健体育科における各学校の困り感，活用への課題への示ࠦとなる情報の提供を目指
した。

上記を踏まえ，本事例集では，次の構成から体育科・保健体育科における ICT 活用の在り方を
取りまとめた。
① ICT 活用の概念，意義，求められる活用の方向性について，文部科学省をはじめ，総務省，経

済産業省における ICT 利活用に関するレポート，答申及び通知等，学習指導要領（解説），指導
の手引き等を概観し，体育科・保健体育科における ICT 活用の方針及び展望を明らかにするこ
と。

②体育科・保健体育科の ICT 活用に関する全国的調査により，活用の実態及び課題を明らかにす
ること。

ᶅ現状の学校における活用事例を収集すること。
ᶆ実践を通して，校種，整備状況など様々な状況に応じた ICT 活用の具体例を示すこと。
ᶇ体育科・保健体育科に活用が期待される先進的技術を検討し，未来の活用の方向性を୳ること。

本事例の成果は，次のとおりである。
① ICT 端末の利活用は，「個別最適な学び，協働的な学び，公務の効率化，教育データの利活用に

まとめ
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よる効果的な学びの支援」の視点からの充実が求められているが，体育科・保健体育科の教科の
特質に応じて，目指す資質・能力の育成に向けた活用が求められていること。

②調査部会（体育科・保健体育科の ICT 活用に関する全国的調査（回答 7552 ໊））からは，ICT
活用に関する教師の意識や学校の実態が明らかになった。この結果から，資質・能力の 3 つの柱
をバランスよく育むためのアイデアの提供，児童生徒の ICT 活用能力格差への留意，ICT の操
作にۤ手意識のある教員への研修の充実など「人への支援」，特にグラウンドやプールなどへの
8i-'i 環境の整備，効果的なセキュリティー技術の導入による 1 人 1 台端末の持ち帰り制限の؇
和など，活用を促進するための「環境への支援」，授業，学習評価，成績処理などで活用可能な
アプリケーションソフトの開発などの「ツールの支援」などの，今後の支援の方向性がみられる
こと。

ᶅ事例収集部会（現状の学校における活用事例）では，全国広域的に活動事例の収集を行い，現在
使用可能な機能やアプリケーションソフトの活用を工夫することによって，様々な領域における
技能以外の知識や思考力，判断力，表現力等及び学びに向かう力，人間性等を育成，評価などに
も有効であることが示ࠦされること。

ᶆ授業実践部会（実践を通した ICT 活用の具体例として，体育科・保健体育科で育成を目指す 3
つの資質・能力を育てるための効果的な活用方策）の取組について成果と課題を検証した。実践
からは，単元の指導と評価の計画の段階から ICT 活用の意図を明確にし，指導内容に適した活
用をすることで学びが深まること，撮影角度や広角の撮影などの工夫，遠隔地などの空間をつな
͙活用や思考を促すアプリケーションソフトの活用などを通して，「主体的・対話的で深い学び」
が促され，現在及び近い将来の可能性が示ࠦされること。

ᶇ体育科・保健体育科に活用が期待される先進的技術として検討した，クラウドや高速通信がもた
らす将来の変化やւ外の活用事例，オンデマンドやオンライン技術，広域を結ぶ ICT 技術や健
康・安全の確保に資する ICT 技術のなどからは，実社会で開発が進む技術が教育へ活用される
ことの可能性が認められること。
本事例集は，令和 4 年 3 月に取りまとめたものであることから，各事例は令和 3 年 7 月以前に実

施されたもの，令和 3 年 7 月～12月に取り組まれたものであり，さらに進化していることを申しఴ
えておく。

学校で利活用される ICT 技術は，実社会で開発・運用されたものを取り入れている。加速度的
に技術は進化しており，課題も変化していく。グローバル化する「Society 5.0」社会の中で，今後
も日本が質の高い教育をҡ持するためには，学校教育というを越えたॊೈな発想をもち実社会と
の連ܞをࡧしていくことが一層求められるであろう。

一方，ICT は，教科の特性をより実感できるためのツールであり，体育科・保健体育科は「何
を学ぶ」教科なのかという「見方・考え方」を常に念頭におき，全ての児童生徒に対する学習の成
果を保証するための活用の在り方を୳究することは，今後も普遍であることを確認しておきたい。
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第 1 章　はじめに
〇総務省，h IoT 時代における ICT 産業の構造分析と ICT による経済成長への多面的ݙߩの検証

に関する調査研究報告書 ，ɦ平成 28 年度
https://www.soumu.go.jp/johotsusintoLei/linLdata/h28_01_houLoLu.pdf

〇国立教育政策研究所，h キー・コンピテンシーの生涯学習政策指標としての活用可能性に関する
調査研究 ，ɦ2009 年
https://www.nier.go.jp/04_LenLyu_annai/diW03-shogai-lnL1.html

〇国立教育政策研究所，h 教育課程の編成に関する基礎的研究　資質や能力のแׅ的育成に向けた
教育課程の基準の原理 ，ɦ平成 26 年
https://www.nier.go.jp/05_LenLyu_seiLa/pdf_seiLa/h25/2_1_allC.pdf

〇中央教育審議会，h「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き
出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）ɦ，令和 3 年
https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf

〇文部科学省，h 小学校学習指導要領ʱh 中学校学習指導要領ʱh 高等学校学習指導要領  ɦ平成 29，
30 年告示
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

〇文部科学省，h 小学校学習指導要領解説　総則編ʱh 中学校学習指導要領解説　総則編ʱh 高等学
校学習指導要領解説　総則編  ɦ平成 29，30 年告示
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm

〇文部科学省，h GIGA スクール構想の下で整備された 1 人 1 台端末の積極的な利活用等について
（通知）ɦ，令和 3 年
https://www.mext.go.jp/content/20210414-mxt_jogai01-000014225_001.pdf

第 2 章　体育・保健体育授業における ICT 活用の実態と課題
〇スポーツ庁ʰコロナՒにおける体育，保健体育の教師用指導資料（映像資料）ɦ，令和 3 年

https://www.mext.go.jp/sports/C_menu/sports/mcatetop04/list/jsa_00001.htm

第 3 章　体育科・保健体育科における ICT 活用の取組
〇ਗ਼ਫໜ・ਗ਼ਫ 将・∁ڮ ・ 法子・ੁ原७・遠藤༐ଠ・金田ྣଠ，h 中学校体育におけ

る ICT 機器を活用した運動ྔ確保のための反転授業 ，ɦؠ手大学教育学部プロジェクト推進事業
教育実践研究論文集（8）, 64-67，2021.

〇スポーツ庁／ +ADA，h 2020 年度「授業づくりセッション」報告書 ，ɦ「スポーツの価値」を基盤
とした教育 ʕスクールプロジェクトʕ，2020年度
https://www.school.playtruejapan.org/worLshop/5145

〇∁ڮ直人 ,ʰ興味・関心を持ちながら協働的に課題に取り組む保健授業ʕ新型コロナウイルス感
染症を中心とした見える化教材の活用とグルーピングの工夫を通してʕʱ令和 2 年度ਆಸݝ立
総合教育センター長期研修講࠲ 研究報告書
https://www.pen-Lanagawa.ed.jp/edu-ctr/LenLyu/taiiLuLenLyu.html
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〇ਆಸݝ立ࢁ高等学校ウェブサイト
https://www.pen-Lanagawa.ed.jp/shiroyama-h/toLushoLu/index.html

第 4 章　ICT端末の実践
〇佐藤豊 � ICT（タブレット PC）の活用事例ʕ教員養成科目（保健体育科教育法ᶙ）における指

導力の向上効果についてʕ, ࣛ屋体育大学スポーツ情報センター広報第 5 号，P14-19， ࣛ屋体育
大学，　http://itec.nifs-L.ac.jp/Culletin/2014.pdf,  2014

〇佐藤豊，体つくり運動の学習アプリの開発，体育科教育 11 月号，P38-42,62 巻 -11 号，大修館書
ళ，2014

〇佐藤豊，体つくり運動と ICT 活用，Τデュカーレ　保健体育 NO.22，第一学習社，2015　
http://www.daiichi-g.co.jp/hotai/info/educare/pdf/hotai_22.pdf

〇原৻հ，「体つくり運動アプリ Episode 1」を用いた中学校 1 学年　体つくり運動の指導効果
に関する実践事例研究ʕ運動習慣の形成・継続に着目してʕ，౦ژ国際大学論　人間科学・複
合領域研究　第 1 号　2016 年（平成 28 年）

〇小؏ܡ・ޛ・ࡔ真ೋ（2020），テキストブック 授業のϢニバーサルデβイン 特別支援教育・
学ڃ経営，一ൠ社ஂ法人日本授業6D学会

〇小؏ܡ・ޛ（2014），授業のϢニバーサルデβイン入門，౦༸館出版社

第 5 章　資質・能力育成に向けた ICT 活用と検討
〇中央教育審議会，h「令和の日本型学校教育」の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き

出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～（答申）ɦ，令和 3 年
https://www.mext.go.jp/content/20210126-mxt_syoto02-000012321_2-4.pdf

〇 Becta, Primary Physical Education with ICT: A pupil�s entitlement to ICT in primary physical 
education, 2009, 
https://www.afpe.org.uL/physical-education/wp-content/uploads/entitlement_primary_PE.pdf

（参র日 2021/10/12）.

〇 Sargent, +. � Casey, A., 'lipped learning, pedagogy and digital technology: EstaClishing 
consistent practice to optimi[e lesson time, European Physical Education 3eWiew, Vol. 26（1）: 
70-84, 2019.

〇ླࠀ夫ʰೋつの遠隔教育ᴷ通信教育から遠隔教育への概念的連続性と不連続性についてᴷ ，ɦ
メディア教育研究（3），1-12, 1999

〇日本スポーツৼ興センター，h 令和 2 年度スポーツ庁委託事業　学校における体育活動での事ނ
防止対策推進事業成果報告書 ，ɦ令和 2 年度
https://www.jpnsport.go.jp/an[en/an[en_school/Cousi_LenLyu/taCid/1956/Default.aspx�seiLa

〇横ࢢçç発表資料「産学協働によるICTを活用した部活動支援」中学校部活動の遠隔技術指導
に取り組みます　令和元年 10 月 28 日 
https://www.city.yoLohama.lg.jp/city-info/Loho-Locho/press/LyoiLu/2019/20191028.html

（参র日 令和 4 年 2 月 24 日）
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高 ڮ 　 修 一 日本ঁ子体育大学体育学部　教授 授業実践部会主査/ 第 1 章 3-2_3-3/ 第 4 章総ׅ

ྛ 田 はるみ ӂ横大学スポーツ健康政策学部　教授ۅ 先進技術活用検討部会主査/第5章総ׅ/第5章6

٢ 野 　 　 ૱ ҵ大学　教授 第 2 章データ処理，分析

 原   ༸ 一 ӂ横大学スポーツ健康政策学部　講師ۅ 事務局/ 第 2 章

ଜ中田 　ത ݝ࡚ٶ ҁொ教育委員会教育総務課　主װ 第 2 章/ 第 5 章 1

藤 田 　 ߂ 美 Ԭݝ行ࢢڮ立ԆӬ小学校　校長 第 3 章 1

安 田 　 ಞ 教育庁　指導主事 第ݝౡ ࢙ 3 章 2  3

 原 　 ৻ հ ౦ژ国際大学　।教授　 第 3 章 4/ 第 5 章 3

 　 　 ༃ 明 ᠳ大学　教授 第 3 章 5

ࢁ  　 ӻ 画課　主任指導主事 第ا教育委員会小中学校ࢢ横  5 章 4-2

大 ୩ 　 ຑ 子 ਆށ大学ෟଐ中等教育学校　教་ 第 3 章 7/ 第 4 章 13

ബ Ҫ 　 ७ 一 Ԭݝ体育研究所　主任指導主事 第 3 章 8  9  10

 ඌ 　 一 立総合教育センターݝਆಸ 
体育指導センター指導研究課　主݉װ指導主事 第 2 章/ 第 3 章 11  12/ 第 4 章 8

佐 藤 　 　 ए ࢁ形ݝ立上ࢁ明新館高等学校　教頭 第 3 章 13/ 第 4 章 4

ਗ਼ 田 　 美 紀 広ౡݝ౦広ౡࢢ教育委員会指導課　指導主事 第 4 章 1

ؠ 佐 　 知 美 大ࡕ府高௬ࢢ立Ѩ野中学校　校長 第 4 章 2  12

੨  　   भࢢ立ࣰ࡚中学校　校長 第 4 章 3

中 ౡ 　 ण ຈ校　।教授 第ࡳւ道教育大学  4 章 5/ 第 5 章 4-3（3）4-4-3（3）   5

後 藤 真一 大分ݝ大分ࢢ立上野ϲٰ中学校　教་ 第 4 章 6

ਗ਼ ਫ 　 　 将 ؠ手大学　।教授 第 3 章 6/ 第 4 章 7/ 第 5 章 4-1  2  3（1）（2）

本 多 ଠ Ԭ教育大学　教授 第 4 章 9/ 第 5 章 2

ᑄ 　ちか子 ࣛ屋体育大学　講師 第 4 章 10  11

ਗ਼ ਫ 　 　 由 ۅӂ横大学スポーツ健康政策学部　।教授 事務局/ 第 4 章コラム

Ҫ 口 　 成 明 ۅӂ横大学スポーツ健康政策学部　।教授 事務局/ 第 5 章 4-2

事務局・プロジェクト研究員

原 　 　 ӻ 子 中央学Ӄ大学 事務局

 野 　 ༐ 登 ౦ژ大学大学Ӄ 事務局 / 参考資料作成

文部科学省  スポーツ庁
藤 Ԭ 　 ݠ 一 スポーツ庁政策課学校体育室　室長 
関 　 　 ৳ 夫 スポーツ庁政策課　教科調査 
ݹ ࢢ 　 　 ஐ スポーツ庁政策課学校体育室　室長補佐 
ࡈ 藤 　 ༞ հ スポーツ庁政策課学校体育室指導係（ซ）保健教育係　係長
後 藤 　 ঘ 道 スポーツ庁政策課学校体育室指導係（ซ）保健教育係
 Ԭ 　 ହ थ 文部科学省初等中等教育局 GIGA StuD9 推進チーム　専門職

スポーツ庁委託事業
「児童生徒の 1 人 1 台の ICT を活用した体育・保健体育授業の事例集作成委員会」

委員一覧（職名は令和 4 年 3 月 1 日現在）
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令和 3 年度スポーツ庁「学校における体育・スポーツ資質向上等推進事業」委託事業

児童生徒の1人1台のICT端末を活用した
体育・保健体育授業の事例集

作　成　者 児童生徒の 1 人 1 台の ICT 端末を活用した
体育・保健体育授業の事例集作成委員会

事業受託者 学校法人桐蔭学園
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令和 4年 3月



˞本事例では，以下のアプリケーション，ソフト等を参考として，実践・原ߘ作成を行った
［ 1］ロイロノート（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 1/3/6 ，第 4 章 6/7/9/10/11，第 5 章 4

https://n.loilo.tW/ja/
［ 2］Microsoft Teams（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 8/9/13，第 4 章 3

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-teams/group-chat-software
［ 3］体つくり運動アプリ（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 1/6

https://LaradatsuLuri.com
［ 4］Microsoft PowerPoint（プレゼンテーションソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 3 章 11，第 4 章 3/5/7/10，第 5 章 4

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/powerpoint
［ 5］Microsoft Word（ワープロソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 7

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/word
［ 6］Microsoft Excel（表計算ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 7

https://www.microsoft.com/ja-jp/microsoft-365/excel
［ 7］Google Classroom（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 4/5/11/12/13，第 4 章 1/2/4/8/13

https://edu.google.com/intl/A--_jp/products/classroom/
［ 8］Google スライド（プレゼンテーションソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 7/10，第 4 章 4/5/13

https://www.google.com/intl/ja_jp/slides/aCout/
［ 9］Google ドキュメント（ワープロソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 7

https://www.google.com/intl/ja_jp/docs/aCout/
［10］Google スプレッドシート（表計算ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 3 章 4，第 4 章 4

https://www.google.com/intl/ja_jp/sheets/aCout/
［11］Google Forms（アンケート機能）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 2/4/11，第 4 章 1/2/4/13，第 5 章 4

https://www.google.com/intl/ja_jp/forms/aCout/
［12］Google Workspace for Education（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 3 章 1/7，第 4 章 13

https://edu.google.com/intl/A--_jp/
［13］Google Jamboard（ホワイトボード機能）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 2，第 4 章 2/5/12/13

https://edu.google.com/intl/A--_jp/products/jamCoard/
［14］Google Map（地図機能ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 4 章 12

https://www.google.co.jp/maps/
［15］Zoom（ウェブ会議）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 1/7/8，第 5 章 4

https://explore.[oom.us/ja/products/meetings/
［16］Skype（ウェブ会議）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 7，第 5 章 4

https://www.sLype.com/ja/
［17］Google フォト（動画編集ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 9

https://www.google.com/intl/ja/photos/aCout/
［18］Apple iMovie（動画編集ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 6/9

https://www.apple.com/jp/imoWie/
［19］ミライシード（学習支援ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 4 章 12

https://www.teacher.ne.jp/miraiseed/
［20］User Local Ai（テキストマイニング）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・第 3 章 11，第 4 章 6/7/13，第 5 章 4

https://textmining.userlocal.jp/
［21］KH Coder（テキスト型データ分析ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 2

https://Lhcoder.net/
［22］Go Pro（広角カメラ・アクションカメラ）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 4 章 3/7/10

https://gopro.com/ja/jp
［23］ウゴトル（動画編集ソフト）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 3 章 6，第 4 章 2

https://ugotoru.com/
［24］ソフトバンク株式会社  スマートコーチ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://www.softCanL.jp/moCile/serWice/smartcoach/
［25］Polar 社  Polar Team Pro ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://www.polar.com/ja/C2C_products/team-pro
［26］株式会社エヌ・ティ・ティピー・シーコミュニケーションズ  みまもりがじゅ丸 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://www.nttpc.co.jp/serWice/gajumaru/ cta�02_01
［27］パナソニック株式会社  非接触バイタルセンシング ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://channel.panasonic.com/jp/contents/28067/
［28］株式会社富士通研究所  AI 表情認識技術 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://www.fujitsu.com/jp/aCout/research/article/202103-facial-expression-recognition.html
［29］PST株式会社  MIMOSYS®（Mind Monitoring System） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://medical-pst.com/products/mimosys/
［30］ 株式会社日立産業制御ソリューションズ  インシデント検知ソリューション ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 第 5 章 6

https://info.hitachi-ics.co.jp/topics/news/20210309a.html
［31］ ウィキメディア・コモンズ（Wikimedia Commons） 日本の体育におけるマット運動の後転の模式図。・・・・・・・・・・・・・・・・表紙
 https://commons.wiLimedia.org/wiLi/'ile:BacLward_roll.png uselang�ja
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ICT端末を活用した

体育・保健体育授業の事例集
令和 4 年 3 月
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児童生徒の１人1台のICT端末を活用した体育・保健体育授業の事例集

作成者　児童生徒の１人1台のICT端末を活用した体育・保健体育授業の事例集作成委員会

事業受託者　学校法人桐蔭学園
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